
Ｎｏ 事業名／担当課
⑴　現状
⑵　課題

⑶　改善策（例）
⑷　求める効果

※生涯学習講座、健康づくり事業ともに集約化を検討する。

※調整に際しては、引き続き各担当次長が調整役とし、調整を行う。

※民間で実施されている類似講座及び教室について、廃止をあわせて検討する。

※地域で担ってもらえるものをあわせて検討し、移管を図る。

※費用負担の見直しについてあわせて検討する。
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生涯学習講座、
健康づくり事業の
統廃合を含む整
理（集約化）

【担当課】
・生涯学習課
・長寿課
・文化の家
・健康推進課
・保険医療課
・その他生涯学習
講座、健康づくり
事業実施課

⑴　現状
・対象者が違うものの同じ内容の事業を複
数課で実施
・生涯学習に関する講座事業（H30決算）
　生涯学習推進事業（生涯学習課）
　　歳出1,221,960円＞歳入389,100円
　生涯学習事業（長寿課）
　　歳出3,330,400円＞歳入966,600円
　アートスクール事業（文化の家）
　　歳出3,872,256円＜歳入4,149,000円
　※その他にも単発の講座類あり
・健康づくりに関する事業（H30決算）
　社会体育事業（生涯学習課）
　　歳出2,788,454円＞歳入1,224,500円
　総合型地域スポーツクラブ運営事業（生涯
学習課）
　　歳出2,752,464円＜歳入3,607,800円
　健康づくり計画推進事業（健康推進課）
　　歳出3,017,163円＞歳入0円　
　国民健康保険・保健衛生普及事業（保険
医療課）
　　歳出4,810,521円＞歳入0円

⑵　課題
・事務の重複
・利用者の重複

⑶　改善策（例）
・事業目的及び内容が同一のものを
集約化（ひとつの課で実施）
・民間で実施されている類似講座及
び教室について、廃止を検討する。
また、地域で担ってもらえるものを検
討し、移管する。
・費用負担の見直し
・需要と供給が合致し、なお且つ収
支バランスの取れた講座を開催す
る。

⑷　求める効果
・事業費の削減
・事務手間の削減（人件費の削減、
書類の削減）
・市民の活躍の場の創出
・費用負担の適正化
・適正な受講料で市の歳入を増や
す。

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

　取組の内容

①講座や事業の統廃合、整理

（集約化）に向けた調整

②統廃合、整理（集約化）の実施

（調整したものから随時）


